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考察

　全体的に、職員に対してアンケートの実施をしたところが大半であった。それ以外の面白い実施内容はなかったように思う。しかし、意識次第で変わったという施設も多く、どのように職員の考えを変えていくかがポイントになってくるだろう。

　業務改善は無駄なところを検討し、省いてみると利用者とゆっくり向き合える時間も確保できていることが分かった。南山苑も実施したいが、排泄・入浴・食事・レク・環境整備全てが重要でどれもカットできない状況であり、今後、リーダー職員・ジュニア・シニアが集まり何度も検討して、決めていく必要がある。

　全国という事でレベルも凄いという意気込みであったが、パワポの完成度の低さや、考察のないまま結果で終わっている施設もあり、落胆した日もあった。もっと、県大会で選抜した施設が全国にいって発表するべきなのではないかと感じた。何でもありな大会である。このまま来年、岩手でも何でもありなら、恐ろしい気持ちになってしまった。施設側の上司もしっかりと本人と検討しなおした完成度の高いものを全国に持っていくべきなのではないかと思い、他の施設の上司に対して疑問を抱いた。

　やはり、良い結果で終わるものより、悪いところからどのように取り組んで、改善していったのかがどこの施設も知りたい内容なのではないかと思う。面白くない内容ばかりで、私も含め、研究期間が浅く内容も薄いところが殆どであったため、来年の岩手７月に発表するには、そろそろ取り掛からなければならない。

　しかし、全国しかも岡山という中国地方まで研修の為、会社負担でここまで行けたのは、とても良い経験をさせて頂いたと感謝している。これをバネに南山苑の２階のスタッフを巻き込んでこれから変えていく意気込みでいるので、その気持ちが薄れないように仕事をしていきたい。

○南山苑２階のいいところ○

· 三大介護（食事・排泄・入浴）の年数が長い。他の施設はまだ２～３年の所が多かった。

●南山苑２階の悪いところ●

· ユニットケアをしたくても、無駄に移動する広すぎるつくり。職員も利用者も把握しづらい。

· 感染に対して、私も含めて意識が薄い。対策も最近しゃっきりしない。

· 利用者との関わりや全体に対するケアの意識が低い。業務を回せばいいみたいな間隔。

　◎やりたいこと◎

· ひだまりの部屋の活用。小集団で活動。場所を変えて気分転換必要。いつも同じ所は駄目にする

· ひだまりで喫茶店をやる。昔からコーヒーを好んできた人限定。

· 紙芝居と駄菓子で、昔の若い頃、幼い頃を思い出してもらう。脳の活性化。

· レクリエーション指導マニュアルで、統一して職員がレクをできるようにする。

· レクリエーションカレンダーを作って、幅の広い種類のレクの実施。

· 当たり前のレクが毎日できていない。OT補助スタッフと連携する。

· 歩け歩け運動の実施。昔、やっていたが今はできていない。

· リーダー職員とジュニアとシニアで、つくりあげていく。上司だけで決めず巻き込んで。

· 希望実現プログラムを定着させる。冬季は銭湯にいく。昔、銭湯にいっていた人限定。

その他の演題を聞いて

１、レッツトライ布パンツ　～快適な生活を送るために～

　福岡県　介護老人保健施設　久英荘

　　紙パンツを使用している利用者の中で、ムレが生じて掻痒感や湿疹などを引き起こす方がいる。

　　ボクサーパンツを活用し排泄パターンを見直した結果、皮膚トラブルの改善と失禁の減少に繋がっていた。ボクサーパンツは男性の方にフィット感のある下着であると感じた。

２、快適な排泄環境を目指して～紙パンツからの脱却～

　岡山県　岡山赤十字老人保健施設　玉野マリンホーム

　　H２１・８紙パンツ外しに取り組み、女性には一分丈パンツ。男性にはボクサーパンツを着用してもらうと皮膚トラブルの解消や、布パンツに戻れたと喜ぶ利用者の姿があった。しかし紙パンツをはきたいという利用者の要望も絶えずあり、今まで利用者に叫ばれたり家族に汚れ物が増えた等、色んな事があり結局、紙パンツに戻したケースだった。できればどのようにして脱却できたのかまで頑張ってほしかった。

３、「排泄はトイレで」は正解か？

　兵庫県　介護老人保健施設　フェニックス西神戸キュアセンター

　トイレでの排泄は、在宅復帰の目標の一つである。しかし、全身状態の把握など、医療面の対応
や転倒骨折のリスク、在宅復帰後の介護力の問題が多い。症例を通じトイレで排泄の是非についての検討結果を発表する。とあるが、実際聞いた内容は、自分の施設の利用者一人一人をトイレ誘導で実施した結果ではなく、アプローチもせず職員間で話し合った結果の内容でがっかりだった。

４、頻尿の入所者への生活改善アプローチ　～より充実したライフスタイルを求めて～

　広島県　介護老人保健施設　まいえ

　　頻尿の利用者に対するケアの方法として、どのようにすれば入所者本人がトイレの心配をせずに生活を送る事が出来るのか、紙花作成という作業療法を用いて実施し頻尿が少し減った内容だった。南山苑でも、心理的頻尿の方が一人いる為、全てにおいて拒否的で何もやろうとしないが、会話は好きである為、諦めずに取り組んでいこうと決めた。

５、申し送りの業務改善を試みて　ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ活用の効果

　岡山県　老人保健施設　ゆめの里

　　申し送り方法の見直し、ホワイトボードで、聴覚に他に視覚効果も活用し、情報の共有化を有
効的に全スタッフがもてるようにしていた。受診状況など朝・夕で確認。

６、無駄を作って無駄をなくす

　福岡県　介護老人保健施設　永寿苑

　　入所者100名、介護度３.４５　アンケートを職員に実施　「今のままではいけない」「変わり
たい」レクは別の業務をやっている人をなくした。ポジショニングを写真に貼った。季節感を感
じる掲示にした。臭いを消臭剤と掃除を増やして連携。褥瘡委員は看護から介護へ。など様々な
取り組みを紹介してくれた。

７、より多くの利用者と関わるために～業務改善でできたひと時～

　広島県　介護老人保健施設　まいえ

　　入所定員９６名、２フロア、定員４７名に対し職員１９名リハ２名。

　関わり少ない見直し。アンケートの実施。散歩、ゆっくり話したい、離床、整容、業務改善ノー
ト土曜の午後は入浴を無くして、個別ケア。入浴の終了が遅い。環境整備リネンなどがかかってしまい細かい仕事はカットし、９時に入浴をスタートできるように実施。

考察
　今回、スライド発表した場所は、100人弱程の広さであった。３日目の朝一番の発表であり、人は

少なく、質問も無く座長から聞かれた質問であったが、二人で抱えて入浴しているのか？といった、

全体的に座長の質問を聞いて、あまり入浴自体を知らないような印象を受け、座長によっても良し悪しがあると思う。法人で実施した学術と比べ、あまりやり切った感が無いまま終わった感覚だった。

②の施設はリフト浴で座位を保てない方に浮き輪のようなスポンジを身体に巻いて入浴させるといった、ショックを受ける入浴方法を発表しており、入浴に関してのやるべき方向性が違う気を受けた。

ひとり浴を是非導入して、浮き風呂から脱却してほしいと感じた。

⑤と⑥はアンケートを実施し、その結果を延々と聞かされた内容であり、特に⑥は職員のみのアン

ケート調査の結果、ほぼ100％を出しており悪い結果はなかったのか質問した。無いとの事だが職員の受けるものと利用者が捉える内容はまた違うと思う。

⑦は２年前にできたホヤホヤな施設であり、入浴形態も７種類もあり、シャワーが両上から出て座

りながらシャワーをする、老人にはビックリな印象を受けた。しかし在宅に入浴になれる為に、一般浴から慣れていき少しずつ個浴に自力でできるように援助していった流れが良いと思う。設備が整っていて羨ましい。

スライド発表　

日時　１１月１２日（３日目）８：３０～９：１０

発表　福士亜希子

題目　家庭浴槽導入から入浴ケアの在り方を考える～ひとり浴物語～

座長　林　秋美（大阪府　ケアセンター　ホリ）

同群の題目内容

①施設にいても好みの時間に入浴できる！～夜間入浴に取り組んで～

広島県　介護老人保健施設　みつぎの苑

入所者の入所前の生活の継続と好みに沿った個別ケアを目指して、「夜間ゆっくり入浴したい」

という利用者を対象に、夜間入浴を導入したところ、利用者とともにスタッフの変化も伺えたの

で、その経過を報告する。

②身体に負担のない入浴介助を目指して

　愛知県　稲沢老人保健施設　第１憩の泉

　　　座位が保てない方にも、ゆっくり胸までお湯に浸かってもらいたいという思いから、姿勢の悪

　　　さを補う工夫をして体に負担のない入浴援助について、検討した結果を報告する。

③個別入浴を目指して　入浴委員会の立ち上げ

　山梨県　介護老人保健施設　はまなす

　　　機械浴を利用している利用者に、個別入浴をして頂いたところ良い表情が見られた。入浴方法

　　　が非常に大事な事に改めて気付かされ、個人に合った入浴とは何か入浴委員会を設立し検討を

重ねている。

④南山苑

⑤利用者にあった入浴を目指して　少人数制一般浴の利用者・介助者アンケートで見えた事

　石川県　介護老人保健施設　加賀中央メディケアホーム

　　　職員主体の集団による入浴を行なってきたが、利用者の個々にあった少人数制の入浴に取り組

　　　み１０カ月が経過した。利用者、職員にハード面、ソフト面からゆとりある入浴についてアン

ケート調査したので報告する。

⑥マンツーマン入浴　ハードとソフトは車の両輪・重要なキーポイント

　宮城県　介護老人保健施設　ユニットケア泉

　　「マンツーマン入浴」

⑦おうちでお風呂に入ろう　様々な入浴設備を利用して

　茨城県　介護老人保健施設　けやきの舎

　　　今回、在宅生活の中で、入浴に関しては、施設サービスを利用する方が多い事に注目した。

しかし、在宅での入浴ができる環境作りに力を入れる事で、自宅で入浴が行えるのではないか

と考え取り組んだ事例を報告する。























